
服飾デザインに見る呪的な問題について

一一ドット(水玉模様)の図像性を中心として一一

今木加代子

はじめに

今Br水玉模様jなど極く当たり前の「点の模様jと解釈し，その相違，発生・起源など問

題でも無いように患っていたが...・H ・..。英語辞書によると“dot"点・持参金とあり，国語辞

典で拐めて f水玉J水のしぶきとなっている。

古今東西の衣装に見るドットを通し 点は点でもその発生の意図の相違 ドットが挺何なる意

味，呪的性，密像性を含みつつ，東西に広くf云播するかを探索しようとする。

1 ドットと気孔・毛孔について

学研漢和大字典(藤堂明保編)にほしjの解字を見ると「子〈小さい)+し印〈畠げて通す)J 

を組みあわせて細いあなが通ったさまを示す。一説に孔雀をあらわすとも，子授けの吉祥をも

たらす鳥のことともいう。普通は空(あな)に当てる。とあち， r気Jの解字は，気は，いき

が屈畠しながら出てくるさま，気は f米十音符汽jの会意兼形声文字で，米をふかすときに出

る蒸気のこと，乞キツ(のどをつまらせて息をはく)，慨ガイ(のどをつまらせてため息をはりな

どと同系のことば，とある。

又その意味は，人間の心身の活力「気力Jr正気Jr養気j。人間の惑清や喬動のもととなる心

の活力 f元気Jr気力j。形はないが，なんとなく感じられる勢いや動き f気運j・H ・H ・-・とある。

動檀物を含めた，生き物の持つこの f気干しjこそ，“ドット・点"としてデザインされている

ことが，特にイスラム文化習に顕著にみられ，これらを列挙しつつ，その発生と伝播を探ろう

とする c

1図1) 宝 SSENCEOF INDIAN ART "の表紙に記される，インド.とンドゥー教の神シヴァ神

で，ストールとして慣われる豹の毛度が，まさしく“ドット"で描かれている。

2図 文明の夜明けの地と言われる地中海，その東沿岸レバノンのシドンの港は，陸の踏と言

われる諮院の隊蕗の宿地であり，かつて東西文化の交易品の積載に賑わったであろう，大きな

キャラパンサライが，今肖 当時の面影のままにたたずむ衝でもある。

そのシドンの港の突端に，ライオンの寝そべった姿をアレンジした，ライオンの砦があり，こ

の入口はライオンの顔である。その胴部の石組みの中には，まさしく 3留にもみるような石の



1図 とンドーのシヴァ神(千ンド)

ESSENCE OF INDIAN ARTより
2図 ライオンの砦(シドン) 1995年 3月 著者議影

“ドット"I気干しjがあ与，百獣の王ライオンの

気力に溝ちた息使いが，永遠にシドンの砦を守

っていることにもなっている一

3図 文明の交易路として繁栄の歴史を持つ，

当沿岸沿いの古都ピブロス，ティールなどの石

垣には，このドットが頻繁に見られ，棺つぐ他

民族同志の攻坊戦の中で，街々，家々の守護役

を顧い，最め込まれたであろう在垣の「気干し」

に，事新たに“ドット"の包含する呪的意味の

大きさを、確認した思いがする c

4図 スペインアンダルシア地方と言えば，闘

牛，ジプシーで賑わった告であり，フリルで埋

めつくされた衣装で，巧みなギターの音に乱舞

するジプシーは，総べてと言っても過言では禁

い程，大小，急車り取りの水玉模様に包まれている。

ジプシーの詳しい歴史はその道の御専門に依存するとしても，一説にはパキスタンを発祥に，

キリスト教への入神を拒み，幌馬車を居に流;良の竪史をたどる。農耕，蕎萄酒作り，等々……

3図 シドンの衝の塀(レバノン)

1995年3月 著者撮影

手伝いつつ，様々な文化の運搬役をもになっているつ

カルロス豆世の命でグラナダ.サクロモンテの謂窟に居を得ても，苦罰の生活史を振り切るが

如くに，かんと冴えた月光の夜，戸板をコツコツとたたく音にはじまり，動物の悲鳴のように

歌い出し，やがて血わき，肉踊る，人間の魂の奥底にあるものを絞り出すが如き鵠突の姿……

を，スペイン語で“ドュエンデ"とあり人夜を徹してでも踊り明かすフラメンコの衣の“ド

つ/】



4国 ジプシーのフラメンコの衣装
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5国舞踏塚の壁画〈韓冨)

韓富美祷全集 4壁璽所載

6罷楚冨の亙者(中国〉

中国璽1ts民鋒史所載

ット"は，まさしく“ドュエンデ"であり，又生気のほとばしる「気干しJの具象の形となって

いる...・H ・..。同時に 蓄薮の花びらの如き重摩なフ 1)んとあいまって，往年のシャマニズム的

神仙思想、「鳥の生態jのアレンジとも解釈しているo

しゅうあんつうこお

5留3) 韓国{輯案通溝)舞揺塚の壁醤の衣装は水玉模様である。貴人は大袖の抱を着るがこ

の画は筒袖状で，踊り子でもある。又 右二人の裾に覗く袴のプリーツは，鳥の尾を象徴する

もので4}，水玉の気孔とあいまって，羽ばたく鳥の姿のアレンジであ乃，舞踊塚に搭かれてい

ることからも.r水玉模様jは，先のジプシーとも相通ずる，舞踏家の衣として象徴化されて

いることがわかる。

6菌5) 中国春秋戦国時代，揚子江中流の地を領有した，楚の冨の亙者のスタイル冨で、千金吉

狐とあり，獣の毛皮で作った服「狐委Jを着た亙女である。(委は狐の毛皮で持った競)

吉来 原始宗教シャマニズムのシャマンは，鷺みみずくの裂ぎ度の呪衣を譲い，天と地の関を

昌由に飛びかう鳥の知くに振る舞い，現世と来世の中継の如き役をはたしている。遊牧社会の

震史の中で，各地各様の象徴的動物の毛皮を，又 類訟の衣を纏う益者の存在は顕著で6)，こ

こ楚の国では，白狐が憧千金の動物であり，その棄が“ドット"で表現されている。

これ迄のスペインのジプシーも，舞踊塚に措かれる踊り子も，中国の亙者も. )j~ばたく鳥の

如くに舞う姿が，“ドット"で図像化され，東西に広く伝播している……と，言うのは未だ速

すぎるであろうか。

2 吉代のドットについて

7菌7) ウルの fスタンダードjと提唱される，木籍の側面のモザ、イク絵で. r戦争jの面. r平

A
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7国槍を持つ兵士{ウル出土)

大英博物館所蔵〈木箱のモザイク〉

和」の面があり， BC 2600年頃とされるメソポタミア.

シュメール王朝期の風谷がしのばれる有名な木箱の一部

分である。三設に搭かれる中段で，槍を持つ兵士の姿で

あり，その前;こlま措E撃が課にされ連行されている姿があ

るc はおるマント状には毛皮の気孔と解釈される“ドッ

ト"があ句，前裾のスカートは羽毛のようで，全体で鳥，

或いは棄のアレンジと解釈される。かねがね兵士の鎧は

棄であることを述べており 8)，BC 2600年の昔から，衣

iま鳥のアレンジの多いことも確認出来るむ

8・9図9) 細身の男性・女性の土慢で， BC 3700年メソ

ポタミ 7. ウバイド期のテラコタである。解説に辻，神

なのか，悪魔なのか，又怒肩と上醇;こつけられた小さな

粘土塊は何を表現しようとしたものかわからない。……

ーとあるが，飛燕の願望の象鍛，翼の持つ生気・気孔，

これこそ“ドット"と解釈される。

8・9国 男女の土偶(メソポタミア)

イラク国立博物館所蔑

10函 [烏の占い師jの墓の壁画
(エトルリア文化)タルクィニア

10密10) BC 520年エトルリア文北期の[高占いの墓j

の壁彊で，様々な占障の姿の群の片隅に，当図の床杭を肩に運ぶ若者の姿がある。 地の呪者辻

皆無地のトガの装いの中，この下働きの若者の短いチュニックにだけ“ドット"がある。

従って有史以前から，“ドッド， Iま7図の一兵士， 10留の一労務者と従者に多く見られ，又

毛皮そのものを意味するもの，或いは布，タパ的(木の度をたたき伸ばした古来の不識布的なもの)

な衣の素材の進展後も，毛穴・気干しのイミテーションとしてつけられる模様と解釈出来る。

3 ドット=持参金について

11函11) Palestinian Samu' ah， southem Hebron hills地方のヘッドドレスであり，コットンの地

F
h
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つ臼



に絹糸で綿密なクロスステッチ

のうめられた帽体に，シルバー

のコインが実に毅密に取りつけ

てある c 普通は上部の輯体のみ

の素朴な型に，徐々に永い持を

かけ後につけ加えていくもの

で，ウエデイング時に下部の垂

れ下がるアクセサリーズをとち

つける。それらは西つのポイン

トの星，三角形のホワイトメタ

ル，種々のガラスのお守り，プ

ラスチック イミテーションパ

ールと珊瑚のビーズ，メタルの

円盤，……となっている。

11図ヘッドドレス
( Jくレスチニアン;

Palestinian Costumeより
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12図12) 同じくパレスチナ

Hebron地方のウエデイング ドレスで ここではヘッドショールともあ与，各地方でショー

ルの部分が変化する。当関では蕎萄の蔓，糸杉の枝，スクェアー， Ji，星と在……がアレンジ

されており，加えて後ろの馬は，遊枚民にとって入よりも大事な射産，広大な大地での生活の

脚でもある c

当ヘッドドレスのコインこそ“ドッド'そして又[持参金Jの所以であ均，ここまで観密に

つける頭頂のコインには，毛髪・気孔と同種の意を含んでいるようにも思われる。

ま と め

古来 京始宗教シャマニズムでは，鷲みみずくを装う呪衣で，鳥;こ変身したシャマンが中心

となり，村人の安穏を析祷析顧するつその呪衣は動物の毛度そのままであった与 13)，技の進展

を晃る民族衣装の中にも，鳥への変身額望に満ち溢れた鳥の・羽の生態，或いは気孔のアレン

と見られる模様・耕輔辻〈特に雲南ミャオ挟の長族衣装を通し)，これまでもいくつか述べて来

たi針。ここ千スラム文化圏で，特に総べてのジプシーが水玉模様の衣にくるまり乱舞する姿は，

生物の・鳥の， iほとばしる生気の発露の具現の姿」と見られ，“ドッドは踊り子の，象徴と

して，遥か東洋にも交注しているものと考察される c

かねがね鎧は棄のアレンジとも述べており 15)，7図の兵士の“ドッド'も又桑のようでもあ

札古今東西を通じ兵士は呪的祈願にくるまれ戦場に挽むことも読みとれるむ

又総べての貯を身に棲い移動する遊牧民にとって，頭頂に蓄える“コインドット"が生涯を

かけたくわえる「持参金jとなっている。常に様々な心情の伝達役を果たしている頭装は，遊

po 



牧の民の，巧みな生活の知恵、のようでもあり，日本の文金高島田もこれに類するものか…...

と，今後の課題とも考えている。
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